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佐脇　貴幸 1）

１．はじめに

鉱物といったら，まず何を思い浮かべますか？ 石英（水

晶），長石，雲母，方解石，蛍石など，博物館や鉱物を扱

う店には必ず置いてあるものは割となじみ深いですよね．

でも，それ以外にも，産出する量が少ない，あるいは非常

に小さいために，あまり一般には知られていないような鉱

物も多数あります．そんな鉱物であっても，新しく発見さ

れた鉱物（新鉱物）にはそれぞれに名前（種名）が付けられ，

種類分け（系統分類上の位置づけ）がなされます．具体的に

は，鉱物を構成する元素名（鉄，鉛，亜鉛など），その見た

目（色，形など），発見された場所の地名や人名などに由来

した鉱物名が付けられ，化学組成，結晶構造等により分類

されることになります．これは，動物や植物の新種が発見

されると，それぞれに名前が付けられ，○○科□□属など

といった生物種に分類されるのとまったく同じです．

産業技術総合研究所（産総研）地質調査総合センターの地

質標本館には，多数の岩石・鉱物・化石標本が展示されて

います．その中には，日本人の名前（主に鉱物学での貢献

があった研究者の名前）に由来した鉱物もいくつか展示さ

れています．ここでは，地質標本館を見学される際の見学

の一テーマとしていただくことを念頭に，その展示されて

いる日本人名鉱物について紹介します．

２．鉱物名はどうやって決まる？

鉱物名（種名）はどのように決められているかご存知で

しょうか？ 現在は，国際的な学術組織である「国際鉱物学

連 合 」（International Mineralogical Association，IMA）に

より承認されたものだけが正式な鉱物名とされています．

現在正式に認められている鉱物名は約 5,700 種類ありま

す．そのリストは，IMA のウェブサイトに掲載されてい

ますが，小論を執筆するにあたって参照した最新のもの

は，“The New IMA List of Minerals - A Work in Progress 

-（updated March 2021）” （http://cnmnc.main.jp/IMA_

Master_List_%282021-03%29.pdf；閲覧日：2021 年 4 月

26 日） です．ちなみに，Mora et al.  （2011） によると，地

球上の動物，植物等を含む真核生物は，おおよそ 870 万種

地質標本館での日本人名由来鉱物の展示

（± 130 万種）と見積もられていますので，それに比べると

鉱物の種類数は圧倒的に少ないことがわかります．

さて，あなたが新たな鉱物と思われるものを発見したと

しましょう．でも，本当にそれが新鉱物かどうかは，ま

ず，化学組成の詳細な分析，結晶構造の解析，物理的性質

（屈折率，硬度など）の解明等を行い，これまで知られてい

ない鉱物であることを示すデータを取らなければなりませ

ん．次に，IMA の委員会 “Commission on New Minerals, 

Nomenclature and Classification” あてに，新鉱物候補であ

ることを示す解析結果を取りまとめた提案書を提出し，同

委員会において新鉱物であることを審査してもらう手続き

を取ります．この委員会では，各国代表委員（2019 年 4 月

の時点で34カ国）による投票により新鉱物とその鉱物名の

承認・非承認が決定されます．この審査を経て新鉱物であ

ることが承認されれば，そこで初めて新鉱物名が正式なも

のと認められるのです．また，委員会の承認の後で，その鉱

物に関する分析結果等を詳細に記した国際的な論文を発表

することも必要です．興味がある方は，例えば松原 （2006）

を読まれると，新鉱物の発見から命名に至るまでの過程が

よくわかると思います．

一方，IMA では，既存の鉱物名を改定する審査も行って

います．この審査結果によりこれまでの鉱物名が整理統合

され，ある一群の鉱物グループにまとめ直されることがあ

ります．その場合，これまで使われていた鉱物名が廃止さ

れてしまう場合もあります．

なお，IMA で決められる鉱物名は英語表記ですので，こ

れを日本語表記する場合には，原則として，金属光沢を持

つものには「鉱（こう）」（例えば黄鉄鉱），金属光沢を持たな

いものには「石 （せき/いし）」（例えば方解石）をつけて表記

します．ただし，この原則に従わないものもあります（例

えば石英，白雲母など）．ただし，鉱物名の日本語表記（和

名）は正式に決定することはなされていませんので，鉱物

種によってはいろいろな和名が存在していることがありま

す．

３．日本人名に由来する鉱物の展示

前記の IMA のリストの中でも，特に人名が付けられて
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いる鉱物は，その人の功績を讃えて名付けられたものであ

り，名付けられた人にとって極めて名誉なことと言えま

しょう．人名が付いた鉱物は，主に鉱物学，地質学，鉱

床学等の発展に貢献した研究者名にちなむことが多いの

ですが，それ以外にもアポロ 11 号の 3 人の宇宙飛行士に

ちなんだアーマルコライト（Armalcolite）やドイツの文豪

ゲーテ（Johann Wolfgang von Goethe）にちなんだ針
しん

鉄
てっ

鉱

（Goethite）などの例もあります．ただし，ゲーテには，鉱

物学に関する著作もあります（ゲーテ〔木村編訳〕，2010）．

さて，日本人の名前が付けられている鉱物は，2021 年

4 月 30 日時点で 77 種類あります（第 1 表）．地質調査総合

センターには，そのうちの約 30 種が収蔵されています．そ

の中のいくつかについては地質標本館に展示されており，

また，旧地質調査所及び地質調査総合センターの職員が発

見したものが含まれています．

以下には，今後見学される際の参考としていただきたく，

現在地質標本館で展示している日本人名のついた鉱物標本

について紹介します．標本は，2 階回廊の特設の展示コー

ナー（第 1 図）のほか，第 2 展示室，第 4 展示室にも展示

しています．なお，以下の文章中で「第一文献」としている

のは，前述の IMA のリストにおいて，第一文献として挙げ

られているものを示しています．また，原産地名は現在の

市町村名表記にしています．さらに，鉱物名の元となった

各研究者の経歴については，第一文献の記載や「地学事典」

（地学団体研究会地学事典編集委員会（編），1983）などの

記述を参考にしています．

3. 1　豊石（Bunnoite）ぶんのせき　Mn2+
6AlSi6O18（OH）3

模式地：高知県吾
あ

川
がわ

郡いの町加
か も

茂山
やま

産 状・ 特 徴：豊石（第 1 表　通番 8）は，高知県吾川郡

いの町加茂山に分布する新期伊野変成コンプレックスに

胚胎される鉄マンガン鉱床より発見されました．赤鉄鉱

（Hematite）， バ ラ 輝 石（Rhodonite）な ど か ら な る 鉱 石

を切る石英脈中に，にぶい緑色〜黄緑色の葉片状結晶と

して産します．同産地より報告されていたアカトレ石

（Akatoreite）とされたものを再検討した結果，アカトレ石

ではなく新鉱物となることがわかり，豊石と名づけられま

した（坂野 , 2017）．

鉱物名の由来：豊石は，元地質標本館長の豊
ぶんの

 遙
みち

秋
あき

博士

（1942-）の，鉱物学者としての功績を讃えて命名された

鉱物です．展示標本（第 2 図（1））は，豊博士ご自身より

地質標本館に寄贈されたものです（坂野， 2017）．

第一文献：Nishio-Hamane et al.  （2016） 

展示場所：地質標本館 2 階回廊

3. 2　原田石（Haradaite）　はらだせき　SrV4+Si2O7

模式地：岩手県九
く の へ

戸郡野田村野
の だ

田玉
たまがわ

川鉱山及び鹿児島県大

島郡大
や ま と

和村大和鉱山

産状・特徴：原田石（第 1 表　通番 10）は，1960 年代に，

野田玉川鉱山および大和鉱山から報告されました（ともに

マンガン鉱山）．野田玉川鉱山の原田石は，バラ輝石を伴

う石英集合体中に，鮮やかな緑色で板状の鉱物として産し

ます．一方，大和鉱山の原田石は，マンガン鉱床を切る細

脈中に産し，灰
かい

バナジン石
ざ く ろ

榴石（Goldmanite），菱
りょう

マンガ

ン鉱（Rhodochrosite），バラ輝石，石英（Quartz）などが伴

われます（Watanabe et al. , 1982）．地質標本館に展示して

いる原田石（第 2 図（2））は大和鉱山産のものです．なお，

野田玉川鉱山は吉村石（第 1 表　通番 76），木下雲母（後述）

などの新鉱物が報告されたことでも有名です．また，現在

三陸海岸ジオパークのジオサイトの一つとしても整備され

ています．

鉱物名の由来：原田石は，原田 準
じゅんぺい

平 北海道大学名誉教授

（1898-1992）の業績を讃えて命名されました．なお，原

田石のストロンチウム（Sr）がバリウム（Ba）に置換された

ものが鈴木石（第 1 表　通番 66）です．

第一文献：Takéuchi and Joswig （1967） 

展示場所：地質標本館 2 階回廊

3. 3　逸見石（Henmilite） へんみせき　Ca2Cu[B（OH）4]2（OH）4

模式地：岡山県高
たかはし

梁市布
ふ か

賀鉱山

産状・特徴：布賀鉱山は，大理石を採掘している鉱山で

あり，また備
びっちゅう

中石（Bicchulite），布賀石（Fukalite），大江

石（第 1 表 通番 49），スパー石（Spurrite），ゲーレン石

（Gehlenite），ランキン石（Rankinite）など多種類のスカル

ン鉱物が産することが知られている，いわば「鉱物の名産

地」ともいえるところです．このスカルンは，花崗岩質岩

の貫入に伴う高温の接触交代作用により形成されたと考え

られています．逸見石（第 1 表　通番 11）もそのようなス

カルン鉱物の一種で，最初に発見されたものは五
ご す い か い ほ う

水灰硼石

（Pentahydroborate）脈中の空隙に，0.2 mm 大の自形結晶

として産しました．その後，方解石脈中より美しい青紫色

を示す最大径約 1 cm の自形結晶が見つかっています（高

田ほか，2005）．展示標本（第 2 図（3））は，「青柳鉱物標本」

（青木編，2008）の一つです．

鉱物名の由来：逸見石の鉱物名は，逸
へ ん み

見吉
き ち の す け

之助岡山大学名

誉教授（1919-1997）及びその娘の逸見千
ち よ こ

代子博士（元岡

山大学准教授，1949-2018）の，鉱物学に対する貢献を

記念して命名されました．また，千代子石（第 1 表　通番

12）も，逸見千代子博士にちなんで名づけられたものです．
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日本人名の鉱物
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第一文献：Nakai et al.  （1986）

展示場所：地質標本館 2 階回廊（青柳鉱物標本）

　

3. 4　 今吉石（Imayoshiite） いまよしせき　　　　　　　 
Ca3Al（CO3）[B（OH）4]（OH）6・12H2O

模式地：三重県伊勢市水晶谷

産状・特徴：伊勢市水晶谷周辺には御
み か ぶ

荷鉾帯の蛇紋岩が分

布し，その中に，斑
はんれい

糲岩及びそのペグマタイトからなる捕

獲岩が認められます．この捕獲岩の縁辺部は熱水変質作用

を被っており，その主要構成鉱物である斜長石は，様々な

含水カルシウム珪酸塩鉱物に変質しています．今吉石（第

1 表　通番 15）は，これらの変質鉱物とともに，長さ 2 

mm 以下の透明な繊維状〜針状結晶の集合体として，捕獲

岩中の空隙に産します．展示標本（第 2 図（4），第 3 図（1））

は，発見者である稲葉幸
さ ち お

郎氏より豊博士を通じて，地質標

本館に寄贈されたものです．

鉱物名の由来：今吉石の鉱物名は，多数の鉱物記載を行い

鉱物学の発展に貢献した今
いまよし

吉隆
たか

治
はる

氏（1905-1984）にちな

みます．今吉氏が長年にわたって収集・整理されてきた鉱

物標本は，1983 年に地質調査所（現　産総研地質調査総

合センター）へ寄贈され，地質標本館の「今吉鉱物標本」と

なりました（地質調査所，1983）．

第一文献：Nishio-Hamane et al.  （2015） 

展示場所：地質標本館 2 階回廊

3. 5　神保石（Jimboite） じんぼせき　Mn2+
3（BO3）2

模式地：栃木県鹿沼市加
か そ

蘇鉱山

産状・特徴：神保石（第 1 表　通番 19）は，栃木県の加蘇

鉱山（マンガン鉱床）から報告された硼
ほうさん

酸塩鉱物です．加

蘇鉱山の周辺にはチャート，粘板岩，石灰岩等が分布し，

中生代の花崗岩の貫入により接触変成作用を被っていま

す．マンガン鉱床はチャートに伴う炭酸塩－珪酸塩からな

る層状鉱床で，神保石はその炭酸塩の部分から発見されま

した．組成上は，小
こ と う

藤石（後述：Mg3（BO3）2）のマグネシ

ウム（Mg）をマンガン（Mn）が置換した形となっています．

展示標本（第 2 図（5））ではわかりづらいですが，肉眼で

は明るい紫褐色で，ガラス光沢を示します．

鉱物名の由来：神保石は，神
じ ん ぼ

保小
こ と ら

虎東京帝国大学教授

（1867-1924）の地質学および鉱物学における研究業績を

讃えて命名されました．特に，北海道の地質の研究で高

く評価され，アンモナイトの一種であるジンボイセラス

（Jimboiceras）にもその名を残しています（Matsumoto， 

1954；国立科学博物館（編）， 2001， p.109）．

第一文献：Watanabe et al.  （1963） 
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展示場所：地質標本館第 4 展示室

3. 6　 木下雲母（Kinoshitalite）　きのしたうんも　　　
BaMg3（Si2Al2）O10（OH）2

模式地：岩手県九戸郡野田村野田玉川鉱山

産状・特徴：木下雲母（第 1 表　通番 24）は，野田玉川鉱

山（マンガン鉱山）から当初は「木下石」として報告されま

した（吉井ほか，1973；嶋崎ほか，1982）．木下雲母は，

マンガンを含む金雲母とよく似ていますが，やや色が淡く

黄色味がかっており，底面に完璧な劈開を持つ鱗片状結

晶です．金雲母（Phlogopite：KMg3（Si3Al）O10（OH）2）の

カリウム（K）をバリウム（Ba）で置換したものとみること

ができます．地質標本館に展示している木下雲母（第 2 図

（6））は，京都府相楽郡加茂町法
ほっ

花
け

寺
じ の

野鉱山（マンガン鉱山）

のものです．

鉱物名の由来：鉱物学・鉱床学者として著名な木下亀
かめ

城
き

九州大学名誉教授（1896-1974）にちなんで名づけられ

ました．なお，1999 年にはマグネシウム（Mg）が二価鉄

（Fe2+）で置換されたフェロ木下雲母（Ferrokinoshitalite），

2005 年には水酸基（OH）が酸素（O）に置換されチタンが

含まれるオキシ木下雲母（Oxykinoshitalite），2011 年に

は水酸基（OH）がフッ素（F）に置換されたフッ素木下雲母

（Fluorokinoshitalite）が報告されています（第 1 表　通番

第 1 図　地質標本館 2 階回廊の特設展示コーナー

25-27）．

第一文献：吉井ほか（1973） 

展示場所：地質標本館 2 階回廊

3. 7　小藤石（Kotoite）ことうせき　Mg3（BO3）2

模式地： 朝鮮民主主義人民共和国黄海北道遂
スーアン

安鉱山

産状・特徴：小藤石（第 1 表　通番 28）は，1938 年に遂

安鉱山笏
ホル

洞
コル

鉱床の接触変成作用を被った苦灰岩中から報

告された硼酸塩鉱物です（第 2 図（7））．無色透明で，ガラ

ス光沢をもちます．小藤石は，接触変成作用をもたらし

た花崗岩マグマから硼酸（B2O3）が供給され，ドロマイト

（Dolomite：CaMg（CO3）2）と反応して形成されたものと考

えられています．なお，小藤石は，模式地以外として岩手

県根
ね い ち

市鉱山，ルーマニア，シベリアなどからも報告されて

います（黒田・諏訪，1983）．

鉱物名の由来：小藤石は，小藤文
ぶん

次
じ ろ う

郎東京大学名誉教授

（1856-1935）にちなんで名づけられました．小藤名誉教

授は，ナウマン（Edmund Naumann）と和田維
つ な し ろ う

四郎氏（後

述）が教官であった東京帝国大学理学部地質学及び採鉱冶

金学科の第一回卒業生となり，卒業後は地質調査所へ入所

しました．ドイツ留学後は東京帝国大学の教官となり，鉱

物学，岩石学のみならず，根尾谷断層の研究にもかかわり

ました（今井，1966）．
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第 2 図　展示している標本（1）豊石，（2）原田石，（3）逸見石，（4）今吉石，（5）神保石，（6）木下雲母．

第一文献：Watanabe （1938） 

展示場所：地質標本館第 4 展示室

3. 8　 神津閃石（Kozulite）　こうづせんせき　　　　　　 
NaNa2（Mn2+

4Fe3+）Si8O22（OH）2

模式地：岩手県下
しも

閉
へ い

伊郡田
た の

野畑
はた

村田野畑鉱山

産状・特徴：神津閃石（第 1 表　通番 29）は，田野畑鉱山

（マンガン鉱山）から報告された角閃石（Amphibole）の一

種です．田野畑鉱山周辺に分布するのはチャートが主体で

あり，粘板岩及び砂岩の薄層および層状マンガン鉱体が挟

まれます．これらの堆積岩類は，白亜紀の田野畑花崗岩

により接触変成作用を受けています．層状マンガン鉱体
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第 2 図　展示している標本続き：（7）小藤石，（8）神津閃石，（9）南部石，（10）ソーダ南部石，（11）定永閃石．

は複数の帯状構造をなし，そのうちの一つがブラウン鉱

（Braunite）－神津閃石帯となっています．この神津閃石

（第 2 図（8））は，赤黒色〜黒色の柱状結晶で，強いガラス

光沢を示します．

鉱物名の由来：神津閃石は，鉱物学・岩石学の発展に貢

献した神
こ う づ

津 淑
しゅく

祐
すけ

東北大学名誉教授（1880-1955）にちな

んで名づけられました．ただし，2012 年の角閃石の命名

規約改定（Hawthorne et al. , 2012）により神津閃石は廃止

され，現在はマンガノフェリエケルマン閃石（Mangano-

ferri-eckermannite）が正式名称となっています．　 

第一文献：南部ほか（1969）

展示場所：地質標本館 2 階回廊
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第 2 図　展示している標本続き：（12）櫻井鉱，（13）和田石，（14）萬次郎鉱．

3. 9　 南部石 （Nambulite）　なんぶせき　　　　　　　　
LiMn2+

4Si5O14（OH）
模式地：岩手県九戸郡大野村舟

ふ な こ ざ わ

子沢鉱山

産状・特徴：南部石（第 1 表　通番 46）は，吉井守正（元

地質調査所職員）ほかにより，舟子沢鉱山から 1972 年に

報告されました．舟子沢鉱山周辺はチャート，粘板岩，塩

基性火山岩類などからなり，このうちのチャート中に層状

マンガン鉱床が胚胎されています．鉱床全体は白亜紀の花

崗岩体により接触変成作用を被っています．鉱石は主に

ブラウン鉱からなりますが，これを垂直に切る幅約 5 cm

の脈の中心部に南部石が産します．2 階回廊に展示してあ

る南部石（第 2 図（9a））は，オレンジ色〜薄紅色のガラス

光沢をもつ柱状結晶で舟子沢鉱山のものです．また，第

4 展示室に展示している南部石（第 2 図（9b））は，福島県

御
ご ざ い し ょ

斎所鉱山産のものです．

鉱物名の由来：南部石の鉱物名は，南
な ん ぶ

部松
ま つ お

夫東北大学名誉

教授（1917-2009）にちなみます．南部名誉教授は，東北

地方の鉱床（特にマンガン鉱床）の研究を進め，鉱物学・

岩石学の発展に貢献するとともに，萬
まん

次
じ ろ う

郎鉱（後述），赤
あか

金
がね

鉱（Akaganeite），神津閃石（前述），高
た か ね

根鉱（第 1 表　通

番 67），上
じょうこく

国石（Jokokuite）などの数々の新鉱物を発見し

ました．また，地質標本館所蔵の「南部鉱石標本」の寄贈

者でもあります（南部，1990）．

第一文献：Yoshii et al.  （1972）

展示場所：地質標本館 2 階回廊及び第 4 展示室

3. 10　 ソーダ南部石 （Natronambulite） そーだなんぶせき 
NaMn2+

4Si5O14（OH）
模式地：岩手県下閉伊郡田野畑村田野畑鉱山

産状・特徴： 田野畑鉱山は，神津閃石の部分で説明した

とおり，接触変成作用を被ったマンガン鉱床です．ソーダ

南部石（第 1 表　通番 47）は，この田野畑鉱山のズリ（捨

てられた鉱石）から発見されました．ソーダ南部石は，ピ

ンクがかったオレンジ色で，ガラス光沢をもち，南部石

（LiMn2+
4Si5O14（OH））のリチウム（Li）がナトリウム（Na）

に置換された組成を有しています（第 2 図（10））．
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鉱物名の由来：ソーダ南部石は，南部石同様，南部松夫東

北大学名誉教授にちなみます．

第一文献：Matsubara et al.  （1985） 

展示場所：地質標本館 2 階回廊

3. 11　 定永閃石（Sadanagaite） さだながせんせき　　 
NaCa2Mg3Al2（Si5Al3）O22（OH）2

模式地：岐阜県揖
い び

斐郡揖
い び

斐川
がわ

町春日鉱山

産状・特徴： 定永閃石（第 1 表　通番 50）は，ケイ素に

乏しいカルシウム角閃石です．春日鉱山産の定永閃石は，

2004 年に坂野靖行（産総研地質情報研究部門）によって

「苦
く ど

土（マグネシウム）定永閃石」として原記載されたもの

で，接触変成岩中に産します．この中に産する角閃石の結

晶は，肉眼では褐色を帯びた黒色で，最大長径 3 mm です．

この角閃石のコア（中心部）はパーガス閃石（Pargasite）で

あり，それを取り巻くリム（周縁部）が定永閃石となって

います．リムの幅は約 150 µm 以下です．なお，展示標

本（第 2 図（11））は，鉱物愛好家の山田滋夫氏から贈られ

たものです．

鉱 物 名 の 由 来： 鉱物名は定
さだなが

永 両
りょういち

一 東京大学名誉教授

（1920-2002）にちなみます．「定永閃石」は，最初に，

Shimazaki et al.  （1984）により愛媛県弓
ゆ げ

削島から報告され

ました．ただし，その後「定永閃石」の名称は，以下のよ

うに変更されました．前述の通り，IMA による角閃石の

命名規約は数度改定されてきましたが，2012 年の改定（現

第3図 今吉石，和田石の実体顕微鏡写真

(1)

(2) 第 3 図　�今吉石，和田石の実体顕微鏡写真（写真撮影：坂野靖行）
（1）�今吉石：赤い矢印先端の，やや透明感があり強いガラス光沢を示す部分が今吉石の結晶集合体．一方向の劈開

の発達により，光のあて方によっては写真のような強いガラス光沢を示す．
　����今吉石周囲の白色基質は，ゾノトラ石，トベルモリー石，ぶどう石等の含水カルシウム珪酸塩鉱物の集合体，

黒色部分は変質した頑
がん

火
か

輝石からなる．写真の長辺は約 1�cm．
（2）�和田石：黒色の三角形に見える鉱物が和田石．和田石は四面体（正確には三角三四面体あるいは三方四面体）の

自形結晶を示し，写真ではその単結晶の破断面も認められる．
　����和田石周囲の白色基質は主に方解石からなる．写真の長辺は約 1�cm．

第3図 今吉石，和田石の実体顕微鏡写真

(1)

(2)

時点での最新）によって春日鉱山産の「苦土定永閃石」が新

たに定永閃石と位置付けられました．一方，Shimazaki et 

al.  （1984）の「定永閃石」及び「苦土定永閃石」は，それぞ

れカリフェロ定永閃石（Potassic-ferro-sadanagaite），カリ

定永閃石（Potassic-sadanagaite）へ変更となりました（第 1

表　通番 52, 53）．

第一文献：Banno et al.  （2004） 

展示場所：地質標本館 2 階回廊

3. 12　 櫻井鉱 （Sakuraiite）　さくらいこう　　　　　　 
（Cu,Fe,Zn）3（In,Sn）S4

模式地：兵庫県朝
あ さ ご

来市生
いく

野
の

鉱山

産状・特徴：櫻井鉱（第 1 表　通番 54）は，生野鉱山（銀

山）から報告されたインジウムを含む鉱物です（第 2 図

（12a））．生野鉱山は，ゼノサーマル型鉱床といわれるも

ので，マグマから分かれた高温の熱水性鉱液が地下浅所で

急冷し，高温鉱物と低温鉱物が一緒に産出しているのが

特徴です．櫻井鉱は，帯状構造を持つ熱水性鉱脈中に産

し，黄
おうしゃく

錫鉱（Stannite），黄
おうどう

銅鉱（Chalcopyrite），閃
せん

亜
あ え ん

鉛鉱

（Sphalerite）等とともに産し，鋼灰色の金属光沢をもちま

す（第 2 図（12b））．

鉱物名の由来：櫻井鉱は，櫻
さくらい

井欽
きんいち

一博士（1912-1993）に

ちなんで名づけられました．インジウム（In）を含有する

独立鉱物としては，世界で四番目に発見されたものです．

櫻井博士の実家は東京神田にある老舗の鳥料理屋「ぼたん」
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であり，幼いころからの鉱物への興味から発展して独学で

鉱物学を学び，家業である鳥料理屋の経営を行いながら，

湯
ゆ が わ ら

河原沸
ふっせき

石（Yugawaralite）の発見・研究，鉱物愛好家の

会「無名会」の結成と後進への指導等により鉱物学へ多大

な貢献をなしました．なお，欽一石（第 1 表　通番 55）も

櫻井博士にちなんで名づけられた鉱物です．　 

第一文献：加藤（1965）

展示場所：地質標本館第 2 展示室（「元素の周期表」展示）

及び第 4 展示室

3.13　 和田石（Wadalite）　わだせき　Ca12Al10Si4O32Cl6

模式地：福島県郡山市多
た だ の

田野

産状・特徴：和田石（第 1 表　通番 71）は，福島県郡山市

郊外の安山岩（中新統檜
ひ

山
やま

層）中のスカルン化した石灰岩

捕獲岩中から，月村勝宏（元地質調査総合センター職員）

ほかによって報告されました．地質標本館での展示標本

（第 2 図（13））は，肉眼で見ることのできる黒色の自形結

晶（最大 1 mm）を含んでいます（第 3 図（2））．珪酸塩鉱

物の中で最も塩素含有量の高い（〜 12 %）鉱物となってい

ます．結晶構造解析によって，和田石が石榴石（Garnet）

に類似しているが，全く新しい構造を持っていることが明

らかにされています．また，500 〜 700℃の温度条件で，

この鉱物の合成にも成功しています．

鉱物名の由来：和田石は，地質調査所の初代所長であ

り，我が国の鉱物学の基礎を築いた和田維四郎氏（1856-

1920）にちなんで命名されました．鉱物標本の収集・分類

等の鉱物学の発展への貢献に加え，東京大学教授，農商務

省鉱山局長も努め，鉱業条例を制定しています．また，官

営製鉄所の設立にも努め，貴族院議員にもなっています

が，その業績はあまりにも膨大ですので，詳しいことは今

井（1966），佐々木（1980），地質調査所百年史編集委員

会（1982），田賀井（2001）などをご参照ください．

第一文献：Tsukimura et al.  （1993） 

展示場所：地質標本館 2 階回廊

3. 14　 萬次郎鉱（Manjiroite）　まんじろうこう　　　　
Na（Mn4+

7Mn3+）O16

模式地：岩手県九戸郡軽
かるまい

米町小
こ は れ

晴鉱山

産状・特徴：萬次郎鉱（第 1 表　通番 73）は，小晴鉱山お

よびその周辺のマンガン鉱山（小玉川，舟子沢，立川，川

井，滝ノ沢）から報告されました．小晴鉱山のマンガン鉱

床は，その周辺に分布する塩基性火山岩類とチャートの境

界部に発達します．萬次郎鉱は，そのマンガン鉱床中に，

最大 10 × 8 × 5 cm 程度の塊として産し，針鉄鉱と共生

します．鋼灰色〜褐黒色で金属光沢を帯び，破面は貝殻状

を呈します（第 2 図（14））．化学組成の上では，クリプト

メレン鉱（Cryptomelane：K（Mn4+
7Mn3+）O16）のカリウム

（K）をナトリウム（Na）で置換したものとみることができ

ます．

鉱物名の由来：鉱物学および鉱床学の発展に貢献した渡
わたなべ

邊

萬
まん

次
じ ろ う

郎東北大学名誉教授（1891-1980）にちなんで名づけ

られました．渡邊名誉教授は，日本各地の金属鉱床の調査

を基にした鉱床成因の解明に取り組み，東北大学退官後は

秋田大学学長も務めました．

第一文献：南部・谷田（1967）

展示場所：地質標本館 2 階回廊

４．おわりに

以上紹介した鉱物は，地質標本館の展示スペースに展示

されている鉱物標本のほんの一部です．地質標本館には，

それ以外にも多数の鉱物，さらには岩石・化石標本や最新

の研究の成果物・解説が展示されています．これらは，す

べて産総研地質調査総合センターの研究成果を示すものと

言えます．

地質標本館所蔵・展示の標本に関しては，これまでに

も山田・松原（1988），尾上ほか（1989a，b），神戸ほか

（1989），佐藤ほか（1989），通商産業省工業技術院地質調

査所（編）（1992），坂野ほか（2004a，b）等によって，た

びたび解説・紹介してきました．また，「地質標本鑑賞会」

（https://www.gsj.jp/Muse/hyohon/ 閲覧日：2021 年 5 月

13 日）でも標本画像の一部を見ることができます．

小論の執筆時（2021 年 5 月）では，いまだ新型コロナウ

イルス感染症の終息は見えていませんが，再び自由な移動

ができるようになりましたら，ぜひ地質標本館を訪れて，

実際の標本をご覧いただければと思います．展示方法は適

宜変えていますので，過去の資料公表時の状況とは変わっ

ていることもありますが，できますれば，上記の各資料を

事前に読んでいただき，より深く地質標本館の展示を理解

していただくこととなれば幸甚に存じます．

謝辞：小論の執筆にあたり，坂野靖行博士（地質情報研究

部門）には粗稿を読んでいただきコメントをいただくとと

もに，今吉石・和田石の実体顕微鏡写真とその説明文を提

供していただきました．ここに記して，厚く御礼申し上げ

ます．
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